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１．はじめに 

 中央防災会議では津波避難対策の基本的な考え方の一つとして，住民等

一人ひとりの迅速かつ主体的な避難行動を挙げている 1)．そのような津波

避難の促進に関する研究として，防災訓練を通じた片田ら 2)や井出ら 3)の

例，一部の地域での東日本大震災時の避難行動を考察した市古 4)の例など

が挙げられる．本研究では，国土交通省都市局が実施した東日本大震災津

波被害市街地復興支援調査データ 5)を用いて，主体的な避難者の特徴を把

握することで，防災教育に資する資料を得ることを目的とする．本稿では，

岩手県と宮城県の沿岸域で地震発生後の比較的早い段階に徒歩で避難を開

始し，安全な場所まで途中で立ち寄ることなく避難した方（以降，主体的

徒歩避難者と称す）の特徴を整理した． 

２．早期徒歩避難者の抽出 

復興支援アーカイブ 5)にて公開されている全回答者 10603 人の回答記録

から，主体的徒歩避難者を抽出した手順を図 2 に示す．まず，アンケート

設問 9「地震の後，津波が実際に押し寄せてくるまでの間，津波を警戒し

避難しようと思いましたか？」に「思った」と回答した 7631 人のうち，本

研究の対象地域にいた 5775 人を抽出した．次に，問 10 で地震発生から避

難開始までの避難開始時間が 30 分以内，移動した主な目的として「津波か

らの避難のため」「身を寄せる避難所へ行くため」，避難のきっかけが自己

判断（「地震の揺れが大きく津波が来ると思ったから」）または情報に基づ

いた判断（「津波警報を聞いたから」），避難交通手段として「徒歩」を選択

した方を抽出した．そして，個々の避難経路を GIS 上で確認して，浸水区

域内から浸水区域外に避難した方，鉛直避難をしていない方，途中で立ち

寄りしていない方に絞った．さらに，記載内容に不備がある方（所要時間

が不明，避難経路の出発・到着位置が不明），避難所要時間と避難距離から

車移動と判断される方を除外した．以上の作業を行って抽出した主体的徒

歩避難者数は 409 人であった．  

３．主体的徒歩避難者の特徴 

主体的徒歩避難者と判断した 409 名について，個々の回答記録を

集計して得られた結果を以下に記す． 

(1) 事前の備え： 問 16「お宅では，今回の大震災が発生する前に

どのような備えをしていましたか（複数回答可）」の回答結果を全

回答者 6)と併せて図 3 に示す．回答割合が 20%超の選択肢 5 項目「家

具の固定」「非常品の準備」「避難場所・経路の確認」「津波避難訓

練に参加」「避難方法や連絡手段，集合場所について家族での話し 
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図 2 抽出手順 

図 1 本研究の対象地域 

問 9 地震の際，避難しようと思った 7631 人 

対象地域（図 1）の回答者 5775 人 

問 10  30 分以内に避難 4862 人 

問 10 移動目的が避難 2766 人 

問 10 避難のきっかけが自己判断・ 
情報に基づいた判断 1976 人 

問 10 避難手段が徒歩 884 人 

  
主体的徒歩避難者 409 人 

  

図 3 主体的避難者の事前の備え 
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合い」に着目すると，「家具の固定」の回答割合が全回答者とほぼ同値であるのに対し，他の 4 項目は主体的

徒歩避難者の割合が高い．主体的避難者は強震動後の行動についても備えていた方が比較的多いと推察される． 

(2) 平均避難距離・平均避難所要時間・平均避難速度： 個々のアンケート記録から，GIS 上で避難経路の距

離を計測して避難距離を得た．さらに避難距離を避難所要時間で除して避難速度を推計した．409 名の平均値

を全回答者の結果 6)とあわせて図 4 に示す．全回答者と比べて主体的徒歩避難者の平均避難距離と平均避難所

要時間は約 0.8 倍，平均避難速度は約 1.3 倍と得られ，迅速に避難した傾向がみられる． 

(3) 避難開始時間： 図 5 に示す主体的徒歩避難者の避難開始時間ごとの人数割合より，92%の方が地震後 20

分以内に避難を開始した．図 6 に，避難開始時間ごとの平均避難距離，平均避難所要時間，平均避難速度，平

均避難高低差，平均避難勾配を示す．避難前後にいた場所の標高差を GIS 上で計測して避難高低差とし，避

難高低差を避難前後にいた場所の直線距離で除して避難勾配を推計した．地震発生後 20 分までに避難開始し

た方々と比べて 21 分以上では避難速度が低下し，避難勾配が小さい傾向にある． 

(4) 地震時にいた地域： 主体的徒歩避難者の地域別内訳を全回答者 6)と併せて表 1 に示す．全回答者ではリ

アス部より平野部の回答者の方が多い．一方，主体的徒歩避難者はリアス部の回答者が 86.8%を占めており，

リアス部に偏在する結果が得られた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに 

主体的に徒歩で避難した方々の事前の備えや行動特性の把握を試

みた．主体的避難者の特徴として，強震後についても事前に備えて

いる方の割合が高いこと，地震発生後 21 分以降に避難開始した方々

は，それまでに避難開始した方々に比べて避難速度が低下し避難勾 

配が小さい傾向にあること，平野部よりリアス部にいた方の割合が高いといった結果が得られた．今後は，主

体的徒歩避難者の性別や年齢などの個人属性，地域ごとの特性などについて検討する予定である． 
謝辞 本研究では復興支援調査アーカイブのデータを使用させていただきました． 
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人数(人) 割合(%) 人数(人) 割合(%)
全体 10603 100 409 100

リアス部 4671 44.1 355 86.8
平野部 5932 55.9 54 13.2

対象者 主体的徒歩避難者

表 1 主体的避難者の地域別内訳 

図 5  主体的徒歩避難者 
の避難開始時間 

N=409 

図 4 全回答者と主体的徒歩避難者の避難距離・避難時間・避難速度の平均（全体） 

(a)避難距離(m)   (b)避難所要時間(s)    (c)避難速度(m/s)    (d)避難高低差(m)     (e)避難勾配(°) 

図 6 主体的徒歩避難者の避難距離・避難時間・避難速度・避難高低差・避難勾配の平均（避難開始時間ごと） 

(a)避難距離(m)    (b)避難所要時間(s)   (c)避難速度(m/s) 

全回答者 6) 
(10603 人) 
主体的 
徒歩避難者 
(409 人) 

5 分以内 
(147 人) 
6～10 分 
(99 人) 

避難開始時間 

11～20 分 
(128 人) 

 21～30 分 
(34 人) 
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